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元
神
論 

元
神
は
ま
た
先
天
の
神
と
言
い
ま
す
。 

  

精
気
神
の
整
体
生
命
観
の
重
要
概
念 

 

人
体
の
精
気
神
は
先
天
と
後
天
の
区
別
が
あ
り
、

先
天
の
神
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
神
で
、
人
体

の
自
我
主
宰
能
力
と
自
己
調
整
能
力
に
表
れ
ま
す
。 

 

先
天
の
神
の
支
配
の
下
で 

 

【
気
化
】 

 

人
体
気
化
の
動
力
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。 

 
例 

食
べ
た
も
の
を
変
化
さ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー 

に
し
ま
す
。 

そ
の
動
力
は
先
天
か
ら
く
る
元
気
で
す
。 

 

【
元
精
】 

 

元
精
は
生
ま
れ
つ
き
の
先
天
の
精
で
あ
り
、
遺 

伝
物
質
で
す
。
生
命
力
生
産
の
基
礎
で
す
。 

 

【
元
気
】 

 

宇
宙
自
然
の
元
気
と
相
通
し
ま
す
。 

 

人
体
自
身
の
完
善
と
発
展
を
促
進
し
て
理
想
の 

目
標
を
達
成
し
ま
す
。 

 

 

元
精
、
元
気
、
元
神
の
三
者
は
互
い
に
滋
生
、

転
化
、
一
気
通
貫
、
分
離
不
可
、
共
同
で
人
体
の

根
本
を
構
成
し
て
い
ま
す
。 

 

元
神
の
定
義 

 

元
神
は
何
で
す
か
？ 

 

１
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
、
結
び
、
積
り
、
選

択
し
て
、
人
類
の
自
然
関
係
と
社
会
関
係

を
結
合
す
る
物
で
す
。 

 

２
、
先
天
の
精
、
気
、
神
は
人
体
の
遺
伝
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
人
体
内
在
の
結
構
建
立
の
基
礎

で
す
。
人
体
安
定
、
開
放
の
生
命
体
征(

血

圧
、
体
温
、
脈
拍
、
呼
吸)

を
提
供
し
ま
す
。 

 

３
、
人
体
歴
史
発
展
の
過
程
中
、
宇
宙
自
然
と

自
由
交
換
中
、
人
体
不
断
進
歩
重
建
中
、

元
神
は
永
恆
に
存
在
し
ま
す
。 

 
 

先
天
の
元
神
は
後
天
の
自
我
完
善
、
自
我

発
展
に
大
き
な
指
導
作
用
を
も
ち
ま
す
。 

 後
天
の
精 

元
気 

＋ 

元
精 

＋ 

水
谷
の
気 

＋ 

自
然
の
気

で
出
来
て
い
る
も
の
で
す
。 

具
体
的
表
現
は
生
殖
の
精
で
す
。 
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呼
吸
の
気
、
水
谷
の
気
は
後
天
の
気
で
す
。 

気
功
は
後
天
の
気
を
採
っ
て
先
天
の
気
を
補
充

す
る
方
法
で
す
。 

後
天
の
神 

 

後
天
の
神
は
識
神(
認
識
の
神)

と
言
い
ま
す
。 

 

自
覚
意
識
、
元
神
の
妙
用
、
識
神
の
レ
ベ
ル
は 

元
神
の
多
少
で
決
ま
り
ま
す
。 

例 

認
知
症
は
識
神
が
弱
く
な
り
、
人
が
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。 

味
も
臭
い
も
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。 

生
ま
れ
持
っ
た
神

が
弱
く
な
ら
な
い

よ
う
に
練
功
し
ま

す
。 

ど
う
や
っ
て
？ 

 

人
体
の
構
成
は
精
神

と
形
体
の
結
合
で
す
。 

 

形
体
不
閉 

 
(

い
つ
で
も
形
体
は
開

放
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。
家
に
ば
か
り
い

る
の
は
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。) 

 

精
神
不
散 

(

い
つ
で
も
自
由
な
観
念
が
必
要
で
す
。
精
神
も

散
ら
な
い
よ
う
に
集
中
す
る
。) 

形
体
不
閉
、
精
神
不
散
は
元
気
の
標
準
で
す
。 

  

体
育
は
自
分
の
意
識
で
動
き
ま
す
。
で
も
神
育

は
あ
な
た
の
意
識
で
行
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
功
の
方
法
で
養
神
し
ま
す
。 

 

気
功
の
真
髄 

 

 

神
の
形
成
に
は
体
知
、

親
証
、
妙
悟
の
三
つ

の
階
段
が
あ
り
ま
す
。 

 

体
知
は
体
で
知
る
。 

功
法
は
ま
ず
体
で

覚
え
ま
す
。
気
の
効

果
で
痛
み
が
な
く
な

る
体
知
も
あ
り
ま
す
。 

 

親
証
は
体
が
証
明

す
る
。 

元
気
に
な
る
。
痩

せ
る
。
楽
に
な
る
。 

 

妙
悟
は
自
分
の
体
験
で
知
る
。 

上
手
に
悟
る
。
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
超
言

の
性
質
を
持
ち
ま
す
。 

あ
な
た
は
“
出
来
る
”
と
思
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
頭
で
理
解
出
来
な
い
、
目
に
見
え
な
い
も
の

は
信
じ
な
い
で
は
そ
の
奥
を
理
解
す
る
道
は
遠
い

で
す
。
理
解
す
る
か
よ
り
出
来
る
か
ど
う
か
が
上

達
す
る
方
法
で
す
。
理
解
出
来
な
く
て
も
体
が
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
出
来
る
時
、“
知
”
の
境

界
を
超
越
し
ま
す
。 

 

例
え
ば
古
仙
人
気
功
の
動
作
を
覚
え
て
、
気
持

ち
良
さ
、
軽
や
か
さ
を
体
験
し
て
出
来
る
と
新
し

い
境
界
が
豁
然
開
朗
し
ま
す
。 

元
神
の
特
征 

 

一
、
元
神
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？ 

 
 

元
神
は
自
然
に
存
在
す
る
神
気
で
す
。 

 

１
、
神
気
は
内
気
変
化
の
動
力
で
す
。 

例 

赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
お
乳
を
飲

み
ま
す
。
教
え
ら
れ
な
く
て
も
わ
か
り
ま

す
。
内
臓
の
気
の
流
れ
、
手
足
の
動
き 

 

２
、
神
の
本
質
は
気
で
す
。 

 
 

 

そ
の
気
は
特
別
の
気
で
す
。 

 
 

 

気
は
宇
宙
永
恆
の
も
の
で
す
。 

  

３
、
聚
っ
て
有
像
の
気
は
元
気
と
い
い
ま
す
。 

  

４
、
清(

透
明
感
が
あ
る)

、
通(

流
れ
て
い
る)

、



無
像(

分
か
り
に
く
い)

は
元
神
と
言
い
ま

す
。 

 

５
、
元
神
は
体
内
無
形
の
精
神
世
界
の
構
架
と

秩
序
で
す
。 

自
然
生
命
が
長
い
間
か
け
て
形
成
す
る
河
、

山
、
海
の
よ
う
に
精
神
世
界
に
も
組
み
立

て
と
順
番
が
必
要
で
す
。 

そ
の
中
に
は
数
え
き
れ
な
い
知
る
こ
と
も

な
い
人
類
が
実
践
し
て
き
た
智
慧
の
結
晶

が
あ
り
ま
す
。 

元
神
は
人
体
と
自
然
の
統
一
、
交
流
、
一

致
す
る
規
律
を
主
宰
し
ま
す
。 

 

６
、
元
神
は
天
人
合
一
、
人
と
自
然
の
整
体
一

致
性
を
指
導
し
ま
す
。 

 
 

(

潜
在
す
る
感
覚
、
感
性
の
指
導) 

 

二
、
元
神
は
普
通
の
存
在
で
す
。 

 

１
、
元
神
は
群
体
現
象
で
す
。 

 
 

 

元
神
は
ど
ん
な
所
の
人
も
動
物
も
草
花
に

も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
普
通
の
状
態
で

す
。 

  

２
、
元
神
は
生
き
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
人
生
経
験
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

人
類
の
深
刻
な
生
活
経
験
が
流
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

益
々
深
く
て
遠
く
ま
で
存
在
し
、
内
容
が

増
え
ま
す
。 

 

３
、
元
神
は
人
類
の
行
為
の
調
節
、
控
制
が
で

き
ま
す
。 

 
 

必
ず
規
律
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

遺
伝
子
は
当
然
個
体
の
差
異
が
存
在
し
ま

す
。
世
界
中
同
じ
指
紋
の
人
は
い
ま
せ
ん
。 

で
も
皆
の
共
通
点
は
人
で
す
。 

 

井
戸
の
底
の
蛙
は
井
戸
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
外
の
世
界
は
空
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
外

に
出
て
広
い
世
界
を
知
る
と
蛙
は
虎
に
な
り
ま
す
。

気
功
練
功
す
る
こ
と
で
遺
伝
子
も
元
神
も
か
わ
り
、

意
識
も
変
わ
り
ま
す
。 

 
三
、
元
神
の
接
近
と
把
握 

 

私
た
ち
は
、
私
は
誰
？
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
と
い

う
問
い
か
け
を
一
度
は
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
人
は
、
元
神
の
接
近
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

元
神
の
接
近 

１
、
元
神
は
一
定
の
環
境
の
下
で
起
こ
る
人
体
の

自
然
反
応
能
力
で
す
。 

例 

急
な
雨
で
す
。
大
学
の
学
者
は
頭
を
両
手
で 

守
り
ま
す
。O

Ｌ
女
子
は
身
を
守
る
よ
う
に 

胸
の
前
で
腕
を
組
み
ま
す
。
ど
こ
が
大
切
か 

自
然
反
応
で
す
。 

そ
れ
は
法
律
で
決
め
る
も
の
で
も
な
い
、
具
体
的

行
動
と
心
理
活
動
で
す
。
人
に
よ
っ
て
も
の
に
対

す
る
認
知
の
仕
方
は
違
い
ま
す
。
人
は
迷
う
と
き
、

先
生
や
領
神(

リ
ー
ダ
ー)

を
訪
ね
た
り
、
宗
教
に

解
決
を
求
め
た
り
し
ま
す
。
精
神
の
主
宰
が
必
要

で
す
。
気
功
は
本
人
が
悟
る
こ
と
で
解
決
し
ま
す
。 

 

２
、
元
神
の
本
質
は
安
全
感
で
す
。
安
全
感
は
、

人
類
元
神
活
動
の
第
一
の
目
標
で
す
。
元
神
は
、

危
険
を
避
け
る
、
病
気
が
治
る
、
認
知
症
の
予
防

等
多
く
の
方
法
で
危
険
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
そ
の

行
動
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
状
態
の
下
で
行
わ
れ

ま
す
。
た
だ
新
し
い
経
験
を
す
る
、
視
野
を
広
げ

る
、
運
命
を
変
え
る
等
に
は
不
利
に
働
き
ま
す
。 

 

元
神
の
把
握 

気
功
は
元
神
を
把
握
す
る
最
大
の
方
法
で
す
。
雑

念
を
除
い
て
入
静
す
る
と
、
心
神
は
安
静
の
状
態

に
入
っ
て
危
険
を
予
測
で
き
ま
す
。
無
知
無
覚
の

中
で
元
神
の
気
を
発
動
す
る
と
、
真
意(

本
当
の
意

念)

が
生
ま
れ
ま
す
。 

 



夏
の
練
功
会 

熱
烈
な
場
面
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た 

 

７
月
９
日
、
蓮
の
花
が
盛
開
の
時
、
第
２
８
回

夏
の
練
功
会
は
于
雷
気
功
研
究
会
市
川
本
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
皆

様
は
気
功
に
濃
厚

な
興
味
を
持
ち
、
于

雷
先
生
か
ら
気
功

の
真
髄
に
触
れ
る

内
容
の
『
元
神
論
』

の
講
義

を
受
け
、

『
四
推
功
』
を
練
功

し
ま
し
た
。 

 

元
神
論
は
伝
統

気
功
の
基
礎
理
論

で
あ
り
、
内
容
は
宏

大
深
奥
複
雑
と
い

う
こ
と
で
有
名
で

す
。
で
も
練
功
会
に
参
加
の
皆
様
は
懸
命
に
理
解

し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
理
解
し
に
く
い
所
が

あ
る
と
た
く
さ
ん
質
問
を
出
し
て
会
場
は
熱
烈
な

場
面
に
溢
れ
、
情
緒
高
潮
状
態
で
し
た
。 

 

四
推
功
は
前
、
上
、
左
右
、
下
の
四
つ
の
方
向

に
気
を
推
し
出
し
ま
す
。
そ
の
時
、
自
身
の
願
望

が
叶
っ
て
い
る
意
念
を
持
ち
な
が
ら
動
作
し
ま
す
。

東
南
西
北
中
の
五
方
面
か
ら
自
然
の
気
と
繋
が
る

よ
う
に
採
気
し
ま
す
。
四
推
功
は
願
望
達
成
法
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
功
法
に
縁
が
あ
る
人
は
１
ヶ

月
毎
日
続
け
る
こ
と
で
効
果
が
顕
著
に
で
て
き
ま

す
。
四
推
功
は
簡
単
な
功
法
で
あ
り
な
が
ら
効
果

絶
大
で
す
。
夏
の
練
功
会
当
日
に
初
公
開
で
大

き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
練
功
の
後
は
薬
膳

料
理
を
頂
い
て
練
功
体
験
を
シ
ェ
ア
し

な
が
ら
時
間
も
忘
れ
て
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
、
円
満
に
修
了
い
た
し
ま
し
た
。 

     

古
仙
人
高
級
気
功
４
６
式 

 
第
五
式 

邛
疏
寝
石 

約
３
０
０
０
年
前
、
周
代
の
人
。
歴
史

の
専
門
家
で
し
た
。
練
功
で
体
が
気
化
し

て
見
え
な
く
な
る
練
気
成
形
が
得
意
技
で
し
た
。 

 

少
室
山(

唐
の
時
代
に
少
林
寺
が
で
き
た
。)

に

入
っ
て
修
行
し
ま
し
た
。
石
髓(
透
明
の
石
の
中
に

液
体
が
あ
る
。)

を
飲
む
と
体
は
軽
く
て
空
中
に
浮

か
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
に
な
る
体
験
を
し
ま
し

た
。
泰
山
で
仙
人
に
な
り
ま
し
た
。 

左
足
を
斜
め
後
に
の
ば
す
。
右
足
膝
を
曲
げ
る
。

左
手
中
指
を
長
強
の
ツ
ボ
を
押
さ
え
、
右
手
親
指

は
左
の
鼻
の
穴
を
押
さ
え
る
。
石
の
枕
に
伏
す
よ

う
に
頭
を
後
に
倒
す
。
６
回 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 
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応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 
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